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新型オートロック『ＤＬ－４１UN』

発売開始のお知らせ

拝啓 貴社ますますご清栄の段お喜び申し上げます。

毎々格別なお引き立てを賜り厚く御礼申し上げます。

このたび、新型オートロック「ＤＬ－４１ＵＮ」を発売開始させていただきます。

● 本体外形図

ＤＬ－４１ＵＮ

（停電時解錠型）



● ＥＢ断面図例

● 配線例

当オートロック専用の制御器はありません。

　　Ａ部のロックコネクターにダイレクト接続し

標準のコントロールボックスで制御が可能です。
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さて、現在代理店様よりご愛顧いただいております、電子オートロックＤＬ－３１Ｒ・３１Ｌ

は、マイコン型ＤＣブラシレスモーターシリーズに対応させ、平成１０年（'９８年）６月５

日、ＤＬ－３２Ｒ（'１１年１０月発売）よりご愛顧いただいております。

さらに、このたび新型オートロックとして『ＤＬ－４１ＵＮ』の出荷態勢がととのいましたの

でご案内いたします。

【改良点と主な特長】

『オートロック・ＤＬ－４１』は、停電時解錠型、停電時施錠型の２タイプをシリーズ化。

自動ドアと連動し重要部を守るセキュリティーシステムのロック装置です。

本装置の大きな特長は、自動ドア用コントロールボックス・ＨＭ－Ｋシリーズのロック制御回

路にダイレクトに接続することで、施錠・解錠がドアの動作と連動可能になり、各装置間のその

他の配線・結線作業が不要となりました。

また、バッテリー・ＢＵ－２１とのシステム構成による連続開閉の実現や、解錠確認スイッチ

を追加するなど新規性の追求、コンパクト化や吊り元位置の改善、動作音の低減化、取付けの確

実性と信頼性の向上を図ったことも、従来型のオートロックシリーズとの大きな相違点です。

尚、停電時解錠型のみを先行して発売開始させていただきます。停電時施錠型Ｌタイプにつき

ましては、順次ご案内させていただきますので、ご理解とご協力をお願い申し上げます。

１．ＤＬ－４１はコントロールボックス・ＨＭ－０６Ｋ２、１５Ｋ２、２３Ｋ２シリーズに搭

載の、「簡易ロック」制御回路コネクターにダイレクトに接続。専用コントロールボックス

の取付けや、各装置間のその他の配線・結線作業が不要で、前期モデルのコントロール・

各Ｋシリーズにも対応可能です。

施錠・解錠はドアの動作と連動し、Ｋシリーズコントロールでマイコン制御しており、全

閉時はモーターの常時押付け機能により、ロックシャフトと鍵受けに適宜クリアランスを

確保することで、スムーズな動作が可能。

２．バッテリー装置とのシステム構成により連続開閉が実現

従来のＤＬ－３１・３２タイプでは組合わせできなかった、バッテリー装置・ＢＵ－２１

シリーズとのシステム構成も可能。

３．解錠確認スイッチを内蔵

機構的に解錠している場合は連続信号（ａおよびｂ接点・無電圧）が供給可能な、解錠確

認スイッチを標準品として本体に内蔵し、セキュリティーシステムからのご要望にも、広

く対応が可能です。

４．作業性の向上

幅６１．５×高６３×長８３ｍｍのコンパクト化が実現。本装置ではロックシャフトの位

置を変更したことにより、ベースの加工が一切不要となりました。

これにより内蔵式・ＢＢベースからＥＢベースの組合わせに完全移行が可能になり、取付

け・調整作業が一段と向上しました。



５．Ｍ８タイプのアクセサリー座板で組込み

Ｍ８タイプのアクセサリー座板・ＡＺ－７を使用し、指定のフリースライドタイプのエン

ジンベースへ、任意の位置にワンタッチ（穴加工不要）で、しかも強固・確実に組込みで

きます。

６．吊り元位置の改善

従来型の基準寸法・２１０ｍｍに対して、１７０ｍｍ（いずれもＢＡ、ＥＢ、ＢＢ、ＦＣ、

ＦＤベース比）に変更し（ＢＣ、ＣＣ、ＢＧ等は１６０ｍｍ）、４０ｍｍドア端寄りになっ

たことで、最小ドア幅の制約範囲を改善しました。

７．動作音の低減化

不快な動作音域を改善するため、内部に特殊材を組み合わせることにより、施錠・解錠動

作音は従来型にくらべて格段の低減化を図ることができました。

８．取付けの簡略化

停電時解錠型、停電時施錠型の区別に関係なく、同一ケースに収納することにより、取付

け寸法と取付け要領の統一化を図りました。

９．信頼性の追求

駆動機構とロックシャフトはパラレル型にしたことで、パワーロスがほとんどありません。

また、駆動源も高効率で安定性・信頼性に優れております。

１０．手動解錠装置組込み可能 〈オプション〉

停電時解錠型にも、従来型には設定のなかった専用の手動解錠装置を設定しました。

解錠型、施錠型いずれの手動解錠装置も、即納にそなえて簡単に組込みできる機構にしま

した。

１１．フラットバー式ＦＣ、ＦＤとの制約が少なくなりました

片引の場合フラットバーのピッチに関係なく、ＤＬ－４１を任意の位置に取付けできるよ

う改善しました。引分の場合は電源スイッチの位置を戸袋側に変更ができれば、１００ｍｍ

吊元の場合でも任意の位置に取付け可能です。（フラットバー間が１５０ｍｍ）

これによりオートロック部のフラットバー形状の打合せが不要となりました。

１２．即納体制でご注文をお受けしております

弊社では円形式・ＤＲタイプの標準規格Ｒ１２００、１５００以外の特殊アール寸法を除

いて、エンジン寸法１ｍｍ単位でのご注文を、即納態勢でお受けしております。

原則として代理店様ご発注日（休日の前日の場合は休日明け）の翌日発送となりますが、

お客様のご都合により取付け日が早くなった場合や、発注された時間帯、ベースの長さ、

台数などによっては、ご相談のうえ当日の発送も可能ですので、お気軽にご連絡ください。



今後とも、代理店様のお声をお聞かせいただきながら、技術・営業・拡販面でご支援が出来ます

よう、「新しい発想」「簡単で取付けやすく」「より完成度の高い自動ドア」をめざし開発を進め

てまいりますので、なにとぞよろしくお願い申し上げます。

敬 具

記

実 施 日 平成２４年４月２日（月）受注開始

なお、停電時施錠型は近日発売の予定です。

正式発表までは、ＤＬ－３１Ｌでの発注をお願いします。

お願い

ドアウエイ（ドア開閉軌道上）に監視エリアを設定可能な無目取付型スーパーセンサーＤＡ―

３００１（竹中エンジニアリング様製）を２００８年７月から正式発売しております。

エレベーター、エスカレーターなどで相次いだ痛ましい人身事故を二度と繰り返さないよう、

自動ドアに関しても安全性の確保が重要です。

ＤＡ―３００１の採用による安全性の向上を施主様へ積極的にご紹介いただくことにより、

営業活動の一助となれば幸いです。


